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2011年初泳ぎ 1月3日/10：00～17：00
大人360円 高校生240円 子ども120円（3歳以下無料）/各税込み

4日以降は通常営業いたします

お問合せ：TEL 476－0711

市民の広場
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国際交流員 アダム・ペルク

＜アダムの国際交流講座（１月）＞
　と　き　１月 20 日㈭　19:00 ～ 21:00
　ところ　市民交流プラザ３階研修室３
　テーマ　縄文ストレッチ体操　　参加費　無料
　※要予約（名前・年齢・連絡先をお願いします）
申込み・問合せ先　企画情報課（内線２２１）
　　　　　　　　　kikaku@city.namerikawa.lg.jp

　皆さん明けましておめでとうございます。お正月はご家
族や友達と一緒に楽しく過ごされていますか。皆さんはご
存じかもしれませんが、アメリカではお正月の習慣があり
ません。ですので、今年は日本で印象に残るお正月を満喫
できたらと思います。私は婚約者の出身の福岡に行って、
そこにある太宰府天満宮という有名な神社でにぎやかなお
正月を過ごすつもりです。そこは、九州に住んでいたとき
に日本で最初に過ごしたお正月の場所で、彼女と楽しい思
い出を作りました。そのときの経験を紹介します。
　太宰府天満宮とは、学問の神様・菅原道真公を祭る天満
宮の一つです。九州の中でお正月に一番多くの人が行くと
ころと言えるでしょう。正月三が日には真夜中すぎまで太
宰府天満宮行きの電車が走っているので、夜遅くまでたく
さんの人でにぎわいます。車で来る人も多く、渋滞がすご
くて大変でしたが、大宰府天満宮は丘の上にあるので、車
の中から見る夜景がとてもきれいでした。
　太宰府天満宮へ続く参道では、両側にお土産屋や喫茶店
が並んでいます。外国人の目から見ると、本当の日本の伝
統的な町みたいなイメージがします。お正月は人が多くて
ゆっくり歩く余裕はありませんが、出店もたくさん並んで
いて独特な雰囲気で盛り上げています。それとは対照的に、
境内に入ると桜の木や大きな池が見え、水の流れの音を聞

きながら橋を渡るのはなかなか風情があ
ります。
　また、太宰府天満宮といえば、忘れて
はいけないのが名物の梅ヶ枝餅（うめが
えもち）です。私はお菓子の中で一番好きです。餡

あんこ

子を薄
い生地でくるみ、きつね色になるまで焼いたお餅ですが、
梅の味や香りがするわけではありません。大宰府にはたく
さん梅ヶ枝餅のお店があり、一番おいしいお店を見つける
ため、私は６カ所で試食しました。やっぱり一番長い行列
ができていたお店が一番おいしかったです。梅ヶ枝餅のお
いしさは言葉では表現できないくらいなので、皆さんも大
宰府に行く機会があればぜひ食べてみんしゃい。
　今年は滑川でお正月を過ごせず残念ですが、梅ヶ枝餅と
甘酒を味わいながら、アメリカとは全く違うお正月を楽し
みたいと思います。

「梅ヶ枝餅」って読めますか?

　家庭で使われずに眠っている品物や探している
けど見つからない品物はありませんか。
◆ゆずります
　無料・木製ベッド　・熱帯魚用水槽　
　　　・ネコ用の砂
◆求めます
　応談・東部小学校制服（男児用、女児用）
　　　・田中小学校制服・体操服（男児用、女児用）
　　　・ポータブルミシン　・中学生用柔道着
　　　・ピアノ用の椅子（２脚）
▶ゆずりたいものや探しているものがある場合は、
生活環境課（内線３２３）までご連絡ください。

ゆずります・求めます
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第59回富山県農村文化賞受賞

　11月30日㈫、県民会館で行われた「第59回富山県農村
文化賞贈呈式」において、たゆまぬ努力と創意工夫で県
内農林業の伸展と地域活性化に貢献されている「滑川ひ
かる市運営協議会」の皆さんに、石井県知事、飛田富山
新聞社社長より賞状と副賞、記念品が贈られました。

滑川ひかる市運営協議会
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「エイジレス・ライフ実践者及び社会参加活動事例」に
蛍とふれあう会 が選ばれました

　内閣府の「平成 22 年度エイジレス・ライフ実践者及
び社会参加活動事例」の紹介事業において、「蛍とふれあ
う会」が社会参加活動事例として選ばれ、11 月 19 日㈮、
県庁にて受章式が行われました。

　「蛍とふれあう会」は、児童の見
守りを目的とした「見守り隊」を
前身に平成 19 年４月に設立され、
田中小学校児童と一緒に蛍の飼育
や、蛍を放流するためのビオトー
プ作りなどを通じ、地域の連帯感
を高め、触れ合いの輪を広げるこ
とを目的として活動されています。

　会長の柿澤清喜さん（写真左）は、「活動を始めて今年
で４年目。小学校５年生の授業の一環として、少しずつ
定着してきている。このまま活動を継続し、蛍の飼育を
通して地域の連帯感を高め、安全で安心な地域づくりに
貢献していきたい。」と今後も意欲的に活動していくこと
を話しておられました。


